赤い 屋根だった けれど、 小さい 家に お婆さんが ひと 

りで 住んで ゐた 〔# 「でゐ た」 は 底本で は 「ゐ でた」 r 

お婆さん は 耳 も 遠い し、 眼 も かすんで 不自由だった 

けれど、 何 かいつ も 愉し さう だった。 娘の 子の つか ふ 

やうな 針箱 を そばに 置いて、 涼しい 処でゐ ねむり をす 

るので 好きだった。 家ぢ ゆう あけっぱな しなので 白い 

蝶々 がお 婆さんの 鼻 さきにまで 飛んで 来た。 初めは 何 

かい 喃と、 ぢ つと 眼 を こらして めやにの たまった まな 

じ リをぱ ち ばち させて ゐ たが、 白い 蝶々 なの だとお も 

ふと、 お婆さん は 手 を宙へ あげて ひらひら させて みた 

りした。 蝶々 が 二 匹に なった。 手入れの ゆきと、 V かな 
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